








要約:現在検討中のムコ多糖症マススクリーニングについて、地域で広範囲に導入するに

当たって、どのような条件を整えればよいか検討するために、アンケート調査を行った。

対象は本研究班にてムコ多糖症マススクリーニングのパイロットスタディを行った経験の

ある 6 施設 11 名。調査方法はデルファイ法を採用し、同一質問を 2 回行い、意見の収束

を求めた。内容は、1.現在の検査法の有効性(感度、特異度)、2.スクリーニングの効果評

価の 2項目について設問をデザインした。おもな調査結果を以下に示す。

1.検査法の有効性

(1)現在の感度の水準は、85-89%に回答は収束し、望ましいと考える感度 90-100%より低

い水準の評価であった。評価の対象とした患者数と種類については、十分と不十分に意見

が分かれていた。

(2)現在の特異度の水準は 90-100%に収束し、望ましいと考える特異度の水準に達してい

た。但し、評価対象者数はまだ不十分であるとの回答が半数にあった。

2.スクリーニングの効果評価

 スクリーニングの効果を“症例研究、臨床経験”に基づいて判定すると、 7 割の回答が

早期発見治療可能・効果有であった。但し導入に当っての効果評価には“追跡研究”を必

要としていた。

以上の結果より、専門家はムコ多糖症マススクリーニングの導入に当って特に(1)検査法

の感度を高めること(2)スクリーニングの効果をより高い基準で判定することを条件とし

ていた。


